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背景:変圧器に用いられている絶縁油は酸化が進

むと性能が低下するため，長期間にわたり使用さ

れている絶縁油は定期的な試験を行う必要があ

る．現在,この試験は主に人の視覚によるチェッ

クと，数年ごとに行われるガスクロマトグラフィ

を用いた分析によって行われている．これらの方

法には,それぞれ問題点があるため,当研究室で

は,カーボンブラックを用いたセンサ受容部[1]を

持つ人工嗅覚システム[2]を用いて,劣化した鉱油

と劣化していない鉱油を識別する研究を行ってき

た.本研究では,絶縁油が漏れ出た場合を想定し,

未使用の鉱油を加熱によって酸化させ,無臭溶液

の ODO(中鎖脂肪酸トリグリセリド)で濃度を変え

たサンプルの測定を行った. 

実験:16 種類のガスクロマトグラフィ固定相材料

を用いて,16 の異なる反応を示すセンサ部分を持

つセンサアレイを作製した.作製したセンサアレ

イを人工嗅覚システムに組み込み,ODO で濃度を薄

めた鉱油サンプルと ODO を測定した.測定時は,サ

ンプルガスと ODO ガスを 60 秒ごとに切り替えな

がらセンサ部分に流し,これを 1 度の測定で 7 セ

ット行った.この測定をサンプル毎に 3 回行い,測

定データを用いて機械学習を行った. 

結果 Fig1 に,酸化した鉱油の人工嗅覚システム測

定データを示す. 

鉱油サンプルをセンサ部分に流している間はセン

サ応答が上昇を続けており,鉱油サンプルの濃度

が高いほど反応の確認は容易であった. 

 Table1 に機械学習の結果を示す.濃度の高いサ

ンプルほど識別率が高く,1/4濃度以上では 90%を

超える識別率だった. 

 

Fig1.Measurement data of oxidized mineral oil by odor sensing system 

Table1.Accuracy rates of oil samples and ODO 
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